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★
年
末
、
月
刊
誌
・
文
芸
春
秋
の
女
性
編
集
者

か
ら
、
東
京
の
議
員
会
館
に
電
話
が
掛
か
っ
て

き
た
。
週
刊
文
春
の
話
題
と
な
る
よ
う
な
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
で
も
握
ら
れ
て
い
る
の
か
と
、
一

瞬
ド
キ
ッ
と
し
た
。
実
は
女
性
編
集
者
は
西
京

高
校
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ジ
ン
グ
科
出
身
で
、
京
大
卒
の
経
歴

の
人
。
私
の
高
校
の
後
輩
で
あ
る
。
★
自
分
は
文
春
の
グ
ラ

ビ
ア
を
飾
る
「
同
級
生
交
歓
」
を
担
当
し
て
い
る
が
、
担
当

期
間
中
に
、
母
校
西
京
高
校
の
先
輩
で
、
今
な
お
現
役
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
人
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
の
が
電
話
の
要
件

で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
ほ
っ
と
一
安
心
し
た
。
★
月

刊
文
芸
春
秋
の
グ
ラ
ビ
ア
に
「
同
級
生
交
歓
」
の
人
物
写
真

が
連
載
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

こ
の
企
画
は
60
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
根

強
い
フ
ァ
ン
が
い
る
。
そ
こ
に
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
は
結
構
多
い
よ
う
で
あ
る
。
若
い
時
、
自
分
も
そ
こ
に

載の

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
★
編
集
者
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
思
っ
た
が
、
若

い
と
い
っ
て
も
私
も
73
才
。
高
校
時
代
の
同
級
生
で
、
現
役

で
働
い
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
西
京
高
校
は
今
で

こ
そ
京
都
有
数
の
エ
リ
ー
ト
進
学
校
で
あ
る
が
、
我
々
の
頃

は
、
庶
民
の
出
身
ば
か
り
の
普
通
の
公
立
高
校
。
世
に
出

て
、
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な
立
派
に
な
っ
た
人
が
い
る

と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
★
そ
れ
で
も
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

人
が
画
家
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
そ
の
人
の
名
前

を
挙
げ
、
連
絡
し
て
み
た
ら
と
教
え
た
が
、
基
準
に
合
わ
な

い
の
か
、
い
ま
だ
に
編
集
者
か
ら
は
返
事
が
な
い
。
同
じ
高

校
で
、
そ
れ
な
り
に
活
躍
し
て
い
る
人
を
探
す
の
は
い
か

に
難
し
い
仕
事
で
あ
る
か
が
分
か
っ
た
。
よ
く
ぞ
長
期
間
、

「
同
級
生
交
歓
」
を
続
け
る
事
が
出
来
た
な
と
感
心
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。
若
い
後
輩
の
企
画
は
、
ど
う
や
ら
幻
に
終
わ

り
そ
う
で
あ
る
。
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3
月
22
日
告
示
、
4
月
8
日
投
開
票
の
知
事
選
挙
に
、
自
民
・
公

明
・
民
進
の
3
党
か
ら
、
知
事
選
に
立
候
補
を
要
請
さ
れ
て
い
た
西

脇
隆
俊
氏（
前
復
興
庁
事
務
次
官
）は
、
2
月
10
日
、
記
者
会
見
を
行

い
、
京
都
府
知
事
選
挙
に
出
馬
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
京
都

府
知
事
選
挙
は
毎
回
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
が
、
今
回
、

共
産
党
を
中
核
と
す
る
革
新
陣
営
の
動
き
は
遅
か
っ
た
。
よ
う
や
く
、

西
脇
氏
の
出
馬
表
明
と
同
じ
10
日
に
、
弁
護
士
の
福
山
和
人
氏
が
名

乗
り
を
挙
げ
、
2
極
対
決
の
選
挙
戦
の
様
相
と
な
っ
て
き
た
。
西
脇

氏
の
基
本
姿
勢
は
山
田
府
政
の
継
承
と
発
展
、
一
方
福
山
氏
は
、
過

去
の
革
新
陣
営
の
姿
勢
と
は
異
な
り
、
幅
広
く
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
く
方
針
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
争
点
が
分
か
り
に
く
い
知
事
選

知事選出馬の記者会見をする西脇隆俊氏

明
日
の
京
都
を
託
す
知
事
選
挙

西脇氏、山田府政の継承発展
福山氏、幅広く府民との共闘

西脇氏、山田府政の継承発展
福山氏、幅広く府民との共闘

恒 心

挙
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し

て
も
、
少
子

高
齢
化
が
急

速
に
進
む
地

方
自
治
体
の

か
じ
取
り
は

非
常
に
難
し

い
。
知
事
選

挙
ま
で
、
2

か
月
足
ら
ず
、

京
都
府
の
将

来
を
託
す
の 

は
、
誰
が
ふ 

さ
わ
し
い
か
。 

有
権
者
の
賢

明
な
判
断
を

期
待
し
た
い
。
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京
都
府
知
事
選
挙

自
民
、
公
明
、
民
進
西
脇
氏
を
推
薦自民党本部で二階幹事長から激励を受ける

西
脇
氏
に
決
定
ま
で
の
選
考
経
過

慎
重
に
、
丁
寧
に
候
補
者
を
絞
り
込
む

昨
年
12
月
6
日
の
山
田
知
事
の
退
陣
表
明
を

受
け
て
、
次
期
知
事
候
補
の
選
考
を
巡
っ
て
、

自
民
党
府
議
団
で
も
協
議
を
重
ね
て
い
た
。
一

方
、
自
民
党
京
都
府
連
で
も
二
ノ
湯
会
長
、
公

明
党
の
竹
内
京
都
府
代
表
、
民
進
党
京
都
府
連

の
安
井
会
長
と
政
党
間
協
議
を
開
始
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
し
た
。
二
ノ
湯

会
長
を
政
党
間
協
議
の
座
長
に
す
る
こ
と
を
き

め
た
。
2
回
目
か
ら
、
自
民
党
は
菅
谷
幹
事

長
、
公
明
党
は
谷
口
幹
事
長
、
民
進
党
は
北
岡

会
長
代
行
が
出
席
し
、
今
後
は
6
人
で
協
議
を

続
け
る
こ
と
に
し
た
。
協
議
で
は
、
先
ず
、
3

党
が
中
心
と
な
っ
て
、
今
後
候
補
者
を
選
考
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
事
務
所

の
選
定
、
決
起
大
会
の
日
の
決
定
、
場
所
の
確

保
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
自
民
党
が
そ

の
折
衝
に
当
た
る
事
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
3

月
22
日
の
告
示
の
知
事
選
挙
に
合
わ
せ
る
為
に

は
、
出
来
る
だ
け
早
く
候
補
者
を
決
定
し
、
出

来
れ
ば
1
月
中
が
望
ま
し
い
と
言
う
こ
と
で
3

党
が
合
意
し
た
。
2
回
目
の
協
議
か
ら
、
京
都

府
知
事
に
は
ど
う
い
う
人
が
望
ま
し
い
か
と
意

見
を
出
し
合
っ
た
。
多
く
の
期
待
さ
れ
る
知
事

像
に
関
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
お
お
む
ね

次
の
よ
う
に
集
約
さ
れ
て
き
た
。
①
人
格
、
識

見
と
も
に
す
ぐ
れ
、
京
都
府
知
事
に
ふ
さ
わ
し

い
人
、
②
京
都
の
こ
と
を
熟
知
し
た
人
、
③
出

来
れ
ば
京
都
府
出
身
の
人
が
望
ま
し
い
、
④
中

央
と
の
パ
イ
プ
を
持
ち
、
大
局
的
に
仕
事
が
出

来
る
人
、
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
、
⑤
色
々
な

分
野
か
ら
の
人
を
対
象
に
選
考
し
た
方
が
い

い
、
⑥
山
田
府
政
の
継
承
・
発
展
が
出
来
る
人
、

⑦
多
様
性
を
認
め
、
共
生
社
会
の
実
現
が
出
来

る
人
、
⑧
一
党
、
一
派
に
偏
し
な
い
人
、
⑩
府

市（
京
都
市
）協
調
出
来
る
人
、
⑪
即
戦
力
と
し

て
活
動
出
来
る
人
な
ど
の
知
事
像
が
出
さ
れ

た
。
一
方
、
知
事
選
の
確
認
団
体
で
あ
る
「
活

力
京
都
」
の
幹
事
団
体
の
方
に
も
、
選
考
経
過

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
知
事
候
補
の
選
定
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
政
党
間
協
議
で
出
さ

れ
た
意
見
と
余
り
大
差
が
な
か
っ
た
。
3
回
目

以
降
の
協
議
の
場
で
、
各
政
党
か
ら
具
体
的
に

個
人
名
が
出
て
き
た
。
い
ず
れ
の
候
補
者
も
甲

乙
つ
け
が
た
い
、
立
派
な
人
た
ち
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
個
人
名
を
挙
げ
て
の
議
論
な
の
で
外

部
へ
の
情
報
漏
洩
に
は
特
に
気
を
配
っ
た
。
そ

し
て
議
論
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
も

確
認
し
な
が
ら
、
候
補
者
を
絞
り
込
ん
で
い
っ

た
。
選
考
経
過
中
、
1
月
19
日
の
京
都
新
聞
朝

刊
に
、
知
事
選
に
自
公
民
で
西
脇
氏
を
擁
立
方

針
の
記
事
が
出
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
西
脇
氏

か
ら
ま
だ
正
式
に
返
事
を
も
ら
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
西
脇
氏
か
ら
、
自
民
、
公
明
、

民
進
3
党
の
支
援
、
山
田
知
事
の
支
持
が
得
ら

れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
知
事
選
出
馬
を
承
諾
す

る
旨
の
回
答
を
も
ら
っ
た
。
そ
れ
を
承
け
て
、

西
脇
氏
に
直
ち
に
京
都
に
来
て
も
ら
い
、
確
認

団
体
の
立
石
会
長
、
山
田
知
事
、
門
川
市
長
、

そ
し
て
民
進
、
公
明
の
府
市
会
議
員
と
懇
談
の

場
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
西
脇
氏
の
人
柄
、
識
見

を
高
く
評
価
し
て
も
ら
い
、
西
脇
氏
擁
立
に
異

存
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

自
民
、
公
明
、
民
進
の
各
政
党
の
京
都
府
支

部
は
、
西
脇
隆
俊
氏
を
知
事
候
補
者
と
し
て
擁

立
を
決
定
、
本
部
へ
推
薦
を
上
申
し
た
。
自
民

党
は
2
月
6
日
、
公
明
党
は
9
日
に
決
定
、
民

進
党
は
今
月
末
の
常
任
委
員
会
で
決
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
各
政
党
が
足
並
み

を
揃
え
、
選
挙
へ
向
け
て
の
共
闘
態
勢
が
整
っ

た
。
2
月
9
日
、
西
脇
氏
は
二
ノ
湯
府
連
会
長

と
自
民
党
本
部
を
訪
問
、
二
階
幹
事
長
、
塩
谷

選
対
委
員
長
と
面
談
、
両
氏
か
ら
激
励
を
受
け

た
。
さ
ら
に
、
公
明
党
の
山
口
代
表
、
民
進
党

の
大
塚
代
表
に
も
挨
拶
を
し
た
。

経歴	 昭和54年3月　東京大学法学部 卒業
 平成25年2月　国土交通省総合政策局長
 平成28年6月　復興庁事務次官
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↑（
四
条
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）

〈活力ある京都をつくる会〉
新事務所（選挙事務所予定地）

〒600-8107
京都市下京区五条室町西北角
クマガイ五条ビル
代表 075－744－6823
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

野
中
先
生
を
偲
ぶ

　
京
都
府
政
の

生
き
字
引
的
存
在

府
会
補
欠
選
候
補
者
決
定

伏
見
瀧
脇
氏
、
福
知
山
家
元
氏福知山市

家元　優 氏
伏見区

瀧脇正明 氏

平成11年6月24日、首相官邸の内閣官房長官室で、
全国市議会議長会会長として、分権時代に即した地方
税確保に関して要望した。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

伏
見
区
、
福
知
山
市
で
は
府
会
補
欠
選
挙
が

知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
。
自
民
党
伏

見
区
、
福
知
山
支
部
で
は
、
候
補
者
の
選
考
を

急
い
で
い
た
が
、
伏
見
区
は
瀧
脇
正
明
氏（
41
）、

福
知
山
市
は
家
元
優
氏（
62
）を
決
定
し
た
。
京

都
府
連
は
2
月
10
日
の
選
挙
対
策
委
員
会
で
、

両
名
を
公
認
候
補
と
し
て
承
認
し
た
。

野
中
先
生
が
92
才
で
亡
く
な
っ
た
。
2
か

月
前
、
山
田
知
事
の
後
援
会
総
会
に
元
気
に

姿
を
見
せ
、
そ
の
後
ホ
テ
ル
で
食
事
を
さ
れ

た
後
、
急
に
体
調
を
崩
さ
れ
、
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
が
、
意
識
が
戻
ら
ぬ
ま
ま
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
た
。
私
が
野
中
先
生
の
存
在
を
知
っ

た
の
は
、
昭
和
45
年
の
知
事
選
挙
の
時
で

あ
っ
た
。
確
か
、
園
部
町
で
の
柴
田
候
補
の

個
人
演
説
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
な
ん
と

話
の
上
手
い
議
員
が
い
る
も
の
だ
な
と
い
う

印
象
を
持
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
私
は
前

尾
先
生
の
応
援
に
走
り
回
っ
て
い
た
。
野
中

先
生
は
船
井
郡
・
北
桑
田
郡
選
出
の
府
会
議

員
の
為
、
地
盤
の
関
係
で
谷
垣
専
一
先
生
を

応
援
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
私
は
野
中
先

生
と
親
し
く
話
を
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
い

や
む
し
ろ
、
虎
視
眈
々
と
前
尾
先
生
の
後
継
を

伺
っ
て
い
る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
野
中
先
生
を

警
戒
し
て
い
た
。
昭
和
56
年
7
月
、
前
尾
先
生

が
亡
く
な
ら
れ
た
。
後
を
追
う
よ
う
に
谷
垣
先

生
が
、
昭
和
58
年
6
月
に
逝
去
さ
れ
た
。
京
都

2
区
は
2
名
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
に
、
補
欠

選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
当
時

の
共
産
党
の
勢
力
か
ら
す
れ
ば
、
1
議
席
は
共

産
党
の
指
定
席
の
感
じ
で
あ
っ
た
。
自
民
党

は
、
失
わ
れ
た
自
民
党
の
2
人
の
議
席
を
死
守

す
べ
く
、
公
認
候
補
2
人
の
擁
立
を
決
定
し

た
。
野
中
広
務
、
谷
垣
禎
一
の
両
氏
で
あ
る
。

谷
垣
先
生
は
2
区
全
体
に
谷
垣
会
が
存
在
し
、

選
挙
体
制
は
整
っ
て
い
る
。
一
方
、
野
中
先
生

は
、
敏
腕
副
知
事
と
し
て
、
知
る
人
は
知
る
の

存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
広
い
2
区
で
は
組
織
も

な
く
、
ま
し
て
や
京
都
市
内
で
は
ほ
と
ん
ど
知

名
度
が
な
か
っ
た
。
府
会
議
員
、
京
都
市
会
議

員
で
野
中
先
生
を
応
援
す
る
人
は
、
多
か
っ
た

が
、
選
挙
を
采
配
し
、
全
体
を
わ
か
る
人
が
い

な
か
っ
た
。
野
中
先
生
と
非
常
に
親
し
い
私
の

友
人
か
ら
、
是
非
野
中
陣
営
に
参
加
し
て
、
後

援
会
連
合
会
の
事
務
局
長
に
な
っ
て
、
選
挙
を

仕
切
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ
た
。
そ
の
時
、

私
の
先
輩
で
あ
る
林
長
禎
前
京
都
市
会
議
長
が

出
馬
の
準
備
を
進
め
て
い
た
た
め
に
た
め
ら
っ

て
い
た
。
林
さ
ん
は
公
認
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
林
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
党
員

で
あ
る
私
は
無
所
属
候
補
を
応
援
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
私
は
野
中
選
挙
事
務
所
の
事

務
局
長
を
引
き
受
け
た
。
補
欠
選
挙
は
季
節

も
夏
の
真
っ
盛
り
、
し
か
も
自
民
の
公
認
候

補
の
生
き
残
り
を
か
け
た
猛
烈
な
選
挙
で

あ
っ
た
。
野
中
陣
営
に
は
竹
下
登
氏
、
谷
垣

陣
営
に
は
加
藤
紘
一
氏
が
い
て
、
田
中
派
と

宏
池
会
の
派
閥
戦
争
で
も
あ
っ
た
。
選
挙
の

結
果
は
、
自
民
の
票
が
野
中
、
谷
垣
両
氏
に

う
ま
く
分
か
れ
て
、
2
人
と
も
当
選
し
た
。

野
中
先
生
は
、
58
才
で
の
初
当
選
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
当
選
を
7
回
重
ね
ら
れ

て
、
官
房
長
官
、
党
幹
事
長
を
務
め
ら
れ

た
。
町
会
議
員
か
ら
与
党
の
幹
事
長
ま
で
、

上
り
詰
め
ら
れ
た
政
治
家
と
し
て
の
力
量
に

は
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
当
選
3
回

ぐ
ら
い
ま
で
は
、
よ
く
一
緒
に
選
挙
区
を

回
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
に
詳
し

く
、
ま
さ
に
京
都
府
下
の
自
治
体
を
知
り
尽

く
し
た
政
治
家
で
あ
っ
た
。
今
、
そ
ん
な
政

治
家
は
存
在
し
な
い
。
補
欠
選
挙
を
戦
っ
た

谷
垣
先
生
は
怪
我
が
原
因
で
政
界
を
引
退
、

野
中
先
生
は
幽
明
境
を
異
に
さ
れ
た
。
寂
し

い
限
り
で
あ
る
。
京
都
の
自
民
党
も
世
代
交

代
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
野
中
先
生
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
弱
者
に
目

配
り
を
し
、
地
方
の
痛
み
、
苦
し
み
に
手
を

差
し
伸
べ
る
政
治
家
を
心
が
け
た
い
。

参
議
院
議
員　

二
之
湯 

智
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一
、
揺
れ
動
く
大
相
撲
。
暴
力
を
振
る
っ
た
日

馬
富
士
は
、
略
式
起
訴
で
50
万
の
罰
金
。
退
職

金
数
億
円
で
引
退
。
殴
ら
れ
た
貴
ノ
岩
は
十
両

に
降
格
。
そ
そ
の
か
し
た
白
鵬
は
お
と
が
め
な

し
。
そ
の
場
に
い
た
鶴
竜
も
処
分
な
し
。
何
や

ら
良
く
わ
か
ら
な
い
大
相
撲
の
世
界
で
あ
る
。

一
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
平
昌
五
輪
に
、
北
朝

鮮
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
選
手
は
男
女
合
わ
せ

て
5
種
目
22
名
、
そ
の
上
美
女
応
援
団
が
大
挙

押
し
か
け
た
。
果
た
し
て
北
朝
鮮
の
意
図
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
国
の
や
る
こ
と
は
さ
っ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

一
、
今
、
国
政
で
働
き
方
改
革
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
電
通
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
職
員
の
過

労
死
か
ら
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
だ
し
た
。
強
制

的
な
長
時
間
労
働
は
許
せ
な
い
が
、
人
一
倍
働

い
て
、
お
金
を
稼
ぎ
た
い
人
の
意
欲
ま
で
、
法

律
で
縛
る
こ
と
が
い
い
こ
と
か
ど
う
か
。

一
、
新
年
早
々
注
目
さ
れ
て
い
た
沖
縄
県
の
名

護
市
長
選
挙
は
、
新
人
の
渡
具
知
氏
が
現
職
の

稲
嶺
氏
に
3458
票
の
差
を
つ
け
て
当
選
し
た
。
当

日
の
テ
レ
ビ
で
は
現
職
有
利
の
情
報
を
流
し
て

い
た
た
め
に
、
ま
た
負
け
た
の
か
と
思
っ
て
い

た
ら
、
開
け
て
見
れ
ば
大
差
で
あ
っ
た
。

一
、
今
年
の
冬
は
猛
烈
に
寒
い
。
夜
、
散
歩
す

る
の
を
た
め
ら
う
ほ
ど
で
あ
る
。
夜
中
も
ス

ト
ー
ブ
な
し
で
は
、
眠
れ
な
い
ほ
ど
、
寒
さ
が

身
に
し
み
る
。
そ
の
た
め
か
、
全
国
各
地
で
、

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
が
発
生
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
て
い
る
。

一
、
春
の
選
抜
野
球
に
滋
賀
県
か
ら
3
校
、
そ

の
内
、
膳
所
、
彦
根
東
は
有
数
の
進
学
校
。
京

都
は
乙
訓
高
校
の
み
。
昔
、
滋
賀
は
な
か
な
か

甲
子
園
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
京
都
に
は
、
私

立
で
野
球
の
名
門
校
が
多
い
。
京
滋
と
も
公
立

が
頑
張
っ
て
、
私
立
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

第
7
回
日
中
議
員
会
議

日
本
と
中
国
と
の
国
会
議
員
に
よ
る
国
際
会

議
が
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
開
催
地
は
交

互
に
代
わ
り
、
今
年
は
日
本
で
開
か
れ
た
。
二

ノ
湯
議
員
は
、
参
議
院
か
ら
の
代
表
の
一
人
に

選
ば
れ
た
。
会
議
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
分
か

れ
て
お
り
、
二
ノ
湯
議
員
は
、
姉
妹
都
市
、
観

光
、
人
物
交
流
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
の
発
言
で
あ
り
、
多
く
の
こ
と

を
述
べ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
二
ノ
湯
議

員
の
当
日
の
発
言
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

〇
信
頼
醸
成
の
為
の
い
く
つ
か
の
手
段

現
在
、
日
中
両
国
間
の
国
民
感
情
は
決
し
て

良
く
な
い
の
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
日
中
が
良

好
な
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の

安
定
、
平
和
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま

す
。
日
中
の
国
民
が
相
手
を
知
り
、
互
い
の
文

化
の
違
い
を
知
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
、
分
野
で
の
交
流
を
活
発
化
さ
せ
、
国
民
間

の
信
頼
を
育
む
た
め
の
地
道
な
努
力
を
継
続
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
友
好
親
善
を

い
っ
そ
う
促
進
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
地
域
間

交
流
・
姉
妹
都
市
連
携
、
観
光
の
促
進
、
人
物

交
流
の
拡
大
な
ど
が
効
果
的
で
す
。
人
と
人
と

の
交
流
を
拡
大
す
る
こ
と
が
、
相
互
理
解
を
深

め
る
上
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

①
地
域
間
交
流
・
姉
妹
都
市
提
携

姉
妹
都
市
交
流
事
業
は
、
市
民
1
人
ひ
と
り

が
主
体
と
な
っ
て
参
加
で
き
る
機
会
が
多
く
、

両
国
の
人
的
交
流
の
中
核
の
1
つ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
間
の
草
の
根
の
交
流
こ
そ
が
友
好
関
係
の

基
礎
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
般
市
民

が
参
加
で
き
る
交
流
を
促
進
す
る
べ
き
で
す
。

②
観
光
交
流
の
拡
大

日
本
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

中
国
か
ら
の
観
光
客
の
評
判
は
今
一
つ
で
す
。

大
き
な
声
で
話
を
す
る
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
ら
な
い
。
中
国
、
中
国
人
の
評
価
を
下
げ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の
国
も
辿
る
道
で
あ
り
、

い
つ
の
日
か
、
正
常
化
さ
れ
て
行
く
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
中
国
の
人
が
、
我
が

国
を
訪
問
し
、
実
際
の
日
本
を
見
て
、
日
本
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
中
国
を
訪
問
す
る
日
本
人
を
増
や
す
こ

と
も
重
要
で
す
。
今
後
、
日
中
間
の
双
方
向
の

観
光
交
流
を
一
層
促
進
し
、
お
互
い
の
国
を
よ

く
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③
青
年
交
流
の
重
要
性

こ
れ
か
ら
の
世
代
を
担
う
若
手
の
交
流
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
1984
年
、
当
時
の
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

総

書
記
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
3,000
名
の
日
本

人
青
年
が
中
国
を
訪
問
し
、
大
き
な
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
一
方
、
当
時

の
中
曽
根
総
理
は
、
中
国
側
の
こ
の
招
待
に
応

じ
て
翌
年
500
名
の
中
国
人
の
若
者
を
招
待
し
ま

し
た
。
当
時
、
中
国
で
最
も
有
名
な
歌
手
で
、

現
在
は
習
近
平
国
家
主
席
の
奥
様
で
あ
る
彭ほ
う
麗れ
い

媛え
ん

さ
ん
も
訪
日
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
2007
年

に
中
曽
根
元
総
理
が
訪
中
し
、
当
時
、
上
海
市

共
産
党
委
員
会
書
記
で
あ
っ
た
習
近
平
現
国
家

主
席
主
催
の
晩
餐
会
に
出
席
し
た
際
、
習
近
平

氏
は
、
中
曽
根
元
総
理
に
対
し
中
日
友
好
500
名

の
一
員
と
し
て
訪
日
し
た
奥
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
お
話
し
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
未
来
に
つ
な
が
る
青
年
間
の
交
流
の
枠

組
み
を
一
層
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
私
は
か
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し

て
日
米
高
校
生
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
日
本
の
高
校
生
が
1
年
間
ア
メ

リ
カ
の
家
庭
に
入
り
、
高
校
に
行
っ
て
勉
強
す

る
。
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
も
日
本
の
家
庭
に
泊

ま
っ
て
、
高
校
に
通
学
す
る
。
頭
が
柔
軟
で
、

異
文
化
を
受
け
入
れ
や
す
い
若
い
時
に
、
留
学

す
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
が
あ
り
、
日
中
間
で

も
そ
ん
な
交
換
事
業
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
先
日
、
京
都
府
日
中
友
好
協
会
の
新

年
会
が
あ
り
、
駐
大
阪
総
領
事
館
の
李り

総
領
事

と
、
若
い
人
た
ち
の
交
流
事
業
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
い
た
し
ま
し
た
。
先
ず
、

地
元
京
都
か
ら
、
ぜ
ひ
、
実
現
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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